
 

 

 

 

 

 

学校再開に向けて 
５月 18 日より学校が再開しました。長期にわたる臨時休業日からの学校再開であるた

め、体を慣らしたり学校生活のリズムを取り戻したりするために、本校では段階的に授業

時間を増やしていきます。 

また、まだまだ新型コロナウイルス感染症の拡大が心配される中ですが「袋井市学校再

開ガイドライン」を基に、袋井中学校として以下のことに心掛けながら学校生活をすすめ

ていきます。 

『５月 18 日現在の対応』 

＜基本的な考え方＞ 

○すべての教育活動において、可能な限り「密閉」「密集」「密接」という３つの条件 

が同時に重なる場を避けます。そのために、次の取組を行います。 

  ① 換気の悪い密閉空間にしないための換気の徹底 

② 多くの人が手の届く距離に集まらないための配慮 

③ 近距離での会話や大声での発声の回避 

○生徒及び教職員の毎朝の検温及び風邪症状（発熱、せき、のどの痛み、鼻水など）

の確認を徹底します。風邪の症状が見られる場合は自宅で休養させてください。 

 

＜学校生活について＞ 

○登校時には、家庭での検温、マスクの着用を徹底します。検温忘れ、マスク忘れの生

徒は、学年職員で対応したのち教室に入ります。 

○各教室(特別教室含む)に消毒液を配置し、こまめな手指消毒、うがい手洗いに努めま 

す。 

○教室の座席は、原則６席×６列隊形とし、机と机の間を最大限あけて対面にならない 

ような形で生活します。 

○給食の配膳では、給食当番の手指消毒を徹底します。また、グループ隊形にならず給 

食を食べます。 

○全校集会は行わず、放送で伝える等、密集を避けます。 

○多くの生徒が手を触れる場所や教室内を定期的に消毒します。 

○「密閉」「密集」「密接」を防ぐための呼びかけ(校内放送)を行います。 

 

＜学習について＞ 

〇各授業では、臨時休業中の学習内容についての定着状況の確認を行います。 

○各授業では、単元の入れ替えや座席や話合い活動の配置の工夫をします。 

〇長時間のグループ活動は極力避け、デジタル教材、ICT 機器(タブレット)の有効活用 

に努めます。 

○特別教室での学習では、密にならないように生徒の座席を配慮します。 

袋井市立袋井中学校だより 

 

 

                     令和２年５月 19 日発行 

社会人としてのマナーを身につけ、主体的に行動する生徒の育成 

－自主・協同－ 

～夢を追い続ける生徒の育成～  



＜学習について＞ 

○生徒が使用する共用教材、教具、情報機器などを定期的に消毒します。 

＜理科＞ 

・観察・実験時は、生徒同士の接触機会を可能な限り減らします。 

＜保健体育科＞ 

・体を慣らすために軽い運動から始めていきます。 

・軽度の運動の際には、マスクを着用して行います。 

 （３密の状況や健康面の配慮から、マスクを外す場合もあります） 

・保健の授業の一環として、手洗い・うがいの指導を行います。 

・水泳実習については、現段階では行いません。 

＜音楽科＞ 

・器楽や鑑賞の学習を中心に行います。 

・歌唱の学習については、換気された広い空間で一方向を向いて活動します。 

＜家庭科＞ 

・調理実習や幼稚園実習については、単元の入れ替えにより当面行いません。 

 

＜部活動について＞ 

○各部に消毒液を配布し、手指や用具の消毒を徹底します。 

○活動前の健康チェックを行い、こまめな水分補給と休息時間を十分に確保します。 

○生徒同士の間隔をあけたり、練習グループを分けたりして活動を行います。 

○近距離で組み合ったり、接触を伴う練習を控えます。(ハイタッチや握手も控える) 

○マスクを着用して活動、練習を行います。 

（３密の状況や健康面の配慮から、マスクを外す場合もあります） 

○ラケット、グローブ等の個人の道具の貸し借りを行いません。 

＜英語部＞ 

・ペアやグループでの「話す」活動を控えます。 

・当面の間「書く」「読む」「聞く」活動を個人で行うようにします。 

＜吹奏楽部＞ 

・当面合奏は行いません。パートごと教室に分かれて練習を行います。 

＜運動部＞ 

・体を慣らすために軽い運動から始めていきます。 

・更衣室での着替えに時間差をつけ、更衣室内が密にならないようにします 

・体育館、柔剣道場内での活動人数を調整して練習を行います。 

 

＜心身の健康面について＞ 

○心理的不安を訴えた生徒については、教職員やスクールカウンセラーによる個人面

談 

を行い、不安を取り除くよう努めます。（生活アンケートを週１回実施します） 

〇生徒が一日でも早く学校生活に慣れるよう生徒の様子を見ながら教育活動を行って

いきます。 

〇「新型コロナウイルス感染症に関連したいじめ」や「職業に関連した差別・偏見」は 

許しません。 

○新型コロナウイルス感染症に対する正しい対応や考え方を伝えていきます。 

【新型コロナウイルス感染症に関する人権への配慮について（袋井市教育委員会）】 



 


